


この取扱説明書に含まれる情報は、MODEの書面による同意なしに、複製・改変・
その他いかなる方法でも使用することを禁じます。
著作権 ©（2023）MODE. 無断転載を禁じます。

製品を使用する前に、所有者とオペレーターはこの取扱説明書を読んで理解する
必要があります。 

製品システムの説明

手動リリースボタン

電源ボタン 

回転ハンドル
回転させて応答速度を調整できます

(電力がなくても手動で下降できます

ロープガイドホイール 
EN1891規格に適合した10mm～11mmのスタティックロープに適しています

上方向確認キー 

下方向確認キー

緊急停止ボタン



免責事項

小蜘蛛電動アセンダーは安全装置ではありません。電動アセンダーは、作業を補助するために特別に設計されたツールであり、
小型で持ち運びが容易な点が特徴です。

指示や訓練方法に従わないと、深刻な身体的損傷や死亡につながる
可能性があります。

危険

牧德科技は、小蜘蛛電動アセンダーがユーザーの個人の安全性を高めたり、重傷や死亡から保護したりすることを保証し
ません。また、小蜘蛛電動アセンダーが救命装置として機能することも保証しません。
牧德科技は、小蜘蛛電動アセンダーの使用または誤用によって引き起こされた損害、傷害、または死亡について、
いかなる責任も負いません。
小蜘蛛電動アセンダーの使用に関する認定トレーニング証明書を持たない人員は、小蜘蛛電動アセンダーを操作してはなり
ません。機器の用途に応じて、オペレーターはロープ技術や吊り上げ技術の資格を持つことが推奨されます。ただし、この要件
にもかかわらず、牧德科技は本機器の使用を管理することはできません。本機器を使用する人員は、使用によって
引き起こされるいかなる損害、傷害、または死亡のリスクを自己の責任で負うものとします。小蜘蛛電動アセンダーの購入者
およびその後の使用者は、牧德科技および/または購入者が小蜘蛛電動アセンダーの使用によって引き起こされたいかなる
損害、傷害、または死亡について、いかなる義務または責任も負わないことを明確に理解し同意するものとします。さらに、
牧德科技は、法律またはその他の方法で、本明細書で表明されている以上の明示的または黙示的な保証を行うものではあり
ません。
牧德科技は、製品が許可なく改造され、他の用途に使用された場合に生じた危害や損失
について、いかなる責任も負いません。
製品に問題が発生した場合は、速やかに販売員に連絡するか、お電話ください。無許可での分解は
禁止されており、違反によって生じた損失について、当社は一切責任を負いません。
上記の情報を、購入者および使用者が真剣に読み、理解するようにしてください。



製品安全

次のいずれかの状況が発生した場合、小蜘蛛を使用しないでください：設計された目的以外での使用は禁止されています。

爆発性のある環境での使用

牧德科技以外の人物によって改造された場合 

高さ1mを超える位置から固い表面へ自由落下した場合

動的な負荷がかかった場合（本機器は静的システム専用に設計されています）

いかなる誤動作が発生した場合（部品や内部構造が損傷している可能性があります）

純正のバッテリー充電器以外の充電器を使用した場合 

損傷または改造された電池や充電器と共に使用した場合、または牧德科技製以外の電池を使用した場合

牧德科技が提供する純正部品・材料以外の使用
他社製の電池や部品は毒性ガスを発生させたり、最悪の場合爆発の危険性があります。
小蜘蛛およびその装置は、使用の前後に必ず検査を行ってください
（法令により定期的な検査が義務付けられる場合があります）。

警告
取扱説明や訓練方法に従わない場合、人身事故や財産損失を引き起こす可能性があります。



アドバイス

ロープケア

ロープの密度

Smart Spider Proと併用する機器に関する重要な情報です 。

注意

ロープに関する推奨事項は、用途によって異なります 。機器の昇降作業には、牧德科技が指定するスタティックロープを使用してください 。
これは、機械指令に基づき、小蜘蛛電動アセンダーとこの目的での使用が唯一明示的に承認されているロープです 。

人員の昇降には、EN1891Aロープを使用してください 。最適な昇降性能を達成するためには、ロープは堅牢な構造で、直径11mmでなければな
りません 。柔らかすぎるロープは高負荷下で変形したり伸びたりする傾向があり、小蜘蛛の滑り止め性能を低下させ、最終的に滑りを
引き起こします 。ごくまれに、これによりロープがロープガイドホイールに固着したり挟まれたりすることがあります 。

小蜘蛛電動アセンダーには、事前に水に浸したロープのみを使用することが推奨されます 。新しいロープは、冷水（40℃未満）に24時間浸してお
くべきです 。これにより、ロープが小蜘蛛電動アセンダーにより適したものになる理由は2つあります 。

油分の溶出

事前に水に浸すことで、ロープの密度がより高くなります 。繊維が水分を吸収し、乾燥すると収縮しやすくなります 。その結果、すべての繊維がより密に配置
され、ロープの表皮がロープの芯をしっかりと包み込み、ロープがより強固になり、表皮の滑り現象が減少します 。

製造工程をよりスムーズにするため、ロープの繊維と織機との摩擦を減らすために、ロープに一部の油分が添加されます 。ロープを水に浸すと、表面の一部
の油分が溶け出します 。これにより、滑り止め性能が向上します 。温水でロープを浸さないでください。これにより、大量の油分が溶け出し、ロープの繊維に
悪影響を及ぼす可能性があります 。



一般安全対策

損傷

ロープ点検 - 廃棄基準 危険
指示や訓練方法に従わない場合、
重傷または死亡につながる可能性があります 。

ロープを過度な温度にさらしてはなりません 。炎や火花による損傷（明らかな溶融箇所）や、摩擦熱による徐々の溶融（硬化または溶融した
内部繊維）がないか確認してください 。

ロープの外皮繊維に、ロープ性能へ影響を及ぼす損傷や切れ目があってはなりません。ロープは形状・厚さ・密度を常に
保持している必要があります。

油汚れ、溶剤、酸、アルカリ、その他の腐食性化学物質が付着することは許されません。

指示や訓練方法に従わない場合、人身傷害や財産への損害を
引き起こす可能性があります 。

作業を綿密に計画・評価し、救助計画を策定すること
訓練を受けた有資格のオペレーターのみが、小蜘蛛昇降機とその付属機器を操作できます 
適切な作業監督計画を立ててください 
作業開始前に安全確認ミーティングを実施すること
事前に策定された作業手順書（昇降計画・実行計画）に基づいて機器を操作すること
認証および検査済みの機器のみを使用すること
現地法規に従って機器の点検を行うこと（小蜘蛛は年1回の点検が必要）
提供された点検ガイドラインに従って、使用前点検を行うこと



基本操作ガイドライン

ユーザーは、使用可能な最も低い速度で負荷を地面から持ち上げ、ロープが完全に張るまで操作してください。
定格能力を超える荷重の吊り上げは禁止されています。
固定された負荷または抵抗のある負荷を無理に持ち上げようとしないでください
負荷を斜め方向に引っ張ることは避けてください
過度な微動操作は避けてください（例：モーターに短いパルスを連続的に送るなど）

取扱説明書や訓練方法に従わない場合、人身事故や財産損害を引き起こす可能性があります。

ロープの設置 安全装備の着用

 過度な微動を避けることロープが完全に張るまでゆっくり持ち上げること



基本要件

認証および検査済みの機器のみ使用可能

訓練を受けた有資格の作業員による操作

現場監督者の立ち会い・監督

Smart Spider 昇降機で人を吊り上げる際は、必ず
墜落制止用システム（フォールアレスト）を併用する
こと

ロープシステムには、メインロープと補助墜落制止ロープの2本が必要です。
両方のロープは EN1891A規格に適合し、直径10～11mmであることが条件です。
それぞれのロープは個別のアンカー（固定点）に接続され、各固定点は少なくとも12kNの荷重に耐えることが求められます。固定点の安全性については、資格を持つ
担当者が判断すること。

Smart Spider 昇降器は、通常、メインロープ／作業ロープを用いて昇降を行います。
荷重システムのいずれかの部分が破損した場合は、補助ロープに即座に切り替わり、補助ロープとその墜落防止装置がEN12841A規格に適合していることが必要です。

また、ロープのねじれや屈曲を避けるよう設置してください。
そうしないと、ロープが詰まったり、最悪の場合プーリーから外れて脱落する危険性があります。



作業員の安全要件

使用者は EN831:2008 および EN361 規格に準拠した保護具を着用しなければなりません

疲労、病気、またはアルコール・薬物・医薬品の影響を受けている状態では、昇降装置を使用しないでください

使用前に以下の項目を必ず完了してください

システムのすべての部品を点検すること

適切な個人用保護具を着用すること

適切な作業服を着用し、衣服に緩んだ装飾品等が付いていないことを確認すること

必要に応じて髪やひげを結び、肩周辺に髪やひげがかからないようにすること

使用時、以下の事項を必ず守ってください

集中して作業し、常識的な判断を心がけること

昇降機のロープホイール付近でロープを握らないこと。手を挟む危険があります

手足を回転部に近づけないこと

上昇開始時は振り子のような動きを避けること

危険
取扱説明や訓練方法に従わない場合、重大な人身事故や死亡に
つながるおそれがあります。



昇降システム・機器

小蜘蛛昇降機および昇降用ロープは、機械指令に基づき安全作業荷重200kgの昇降システムとして認証されています。

揚重作業に使用される補助装置は、必ず現地の揚重関連法規に準拠している必要があります。

危険
フレーム板・スリングボルト・接続用スリングへの過負荷に注意

小蜘蛛Proのポジショニングポイントを滑車システムのアンカー延長として
使用しないでください。
このように使用すると、フレームプレート・スリングボルト・接続スリングに
二重荷重がかかり、接続スリングの安全係数が不足する可能性があります。

注意 

小蜘蛛Proがアンカーに固定されている場合において、
ロープの荷重が抜けた際に本体が落下するのを防ぐ
ために使用することができます。
ただし、吊り下げ状態では小蜘蛛Proが自由に回転できる
ようにしておく必要があります。

ポジショニングポイント正しい使用方法

一般的な昇降に関する提案

　完了すべき作業を評価し、適切な計画を立てること。

作業リスクの評価を行うこと。

非常時に備えた対応計画を策定すること。

完了すべき昇降作業に対して昇降計画を作成すること。

すべてのSmart Spider昇降機の操作員は、Mode China認定の有資格トレーナーによる訓練を受ける必要があります。

すべての作業員は、適切な保護具を着用すること。



システム認証済みの部品のみを使用して設定を行うこと

計画に従って昇降作業を実行すること

機器昇降の設定

Smart Spider 昇降機の設置に使用される固定ポイントの安全作業荷重は最低でも500kgである必要があり、
固定ポイントの安全係数は現地法規に準拠し、構造部材に対する係数は少なくとも4以上であること。

ロープがたるんだまま下降し再び巻き込まれることで、Smart Spider昇降機に干渉や損傷が生じる可能性があります。
ロープがブロックされると損傷の原因となるため、適切なロープ管理を行い、あらゆるトラブルを回避してください。

取扱説明書や訓練方法に従わない場合、
人体の傷害または財産の損害につながる可能性があります。

トレーニング

本製品のユーザーは、牧德科技またはその認定販売代理店/販売業者から適切なトレーニングを受ける必要があります 。

Smart Spider 昇降機を使用することで、高所や地下に素早く、安全かつ確実に到達できます。

当社が提供する昇降機は、多様な作業環境において高い柔軟性を発揮し、従来の手段では到達が困難または不可能とされる箇所において
も、その有効性を示します。
また、使用条件が多岐にわたることから、安全かつ効果的な運用を実現するためには、事前の十分な訓練が必要不可欠です。

高所およびアクセス困難箇所における作業には、専門的かつ高度な技術が要求されます。
これらの技術は、体系的かつ継続的な訓練と学習を通じてのみ確実に習得することができます。



取扱説明書や訓練方法に従わない場合、
人体の傷害または財産の損害につながる可能性があります。

バッテリーケア

 バッテリーの安全性および取り扱いに関する重要なお知らせ！

「Smart Spider」昇降機に搭載されたバッテリーは、高出力と小型・軽量設計を両立しています。
高性能リチウム電池技術により、優れた出力とエネルギー密度を実現。
正しい使用および充電により、製品寿命を通じて安定した性能を発揮します。

取扱説明書や訓練方法に従わない場合、
人体の傷害または財産の損害につながる可能性があります。

一般的なガイドラインと警告

使用しないときは、昇降機からバッテリーを取り外してください。

使用後はできるだけ早くバッテリーを充電してください。

充電後は、充電器からバッテリーを取り外してください。

バッテリーの誤使用や欠陥がある場合、爆発や発火の危険性があります。
Smart Spider電動昇降機および関連バッテリー製品のすべてのユーザーは、緊急事態に対応できる専門知識を持つことが必要です。

充電中に深刻な障害が発生すると、バッテリーが発火・爆発する可能性があります。
無人監視下でのバッテリー充電は、可燃性および爆発性物質から離れた安全な場所で行ってください。これにより潜在的な被害を最小限に抑えることができます。

劣化したバッテリーや性能の低下したバッテリーは必ず使用を停止し、新品に交換してください。
Smart Spider昇降機はバッテリー性能に対して非常に厳しい条件を要求するため、
劣化したバッテリーを使い続けると、寿命が大幅に短くなる可能性があります。



以下の場合、直ちにバッテリーの使用を中止してください

バッテリーの外装、ケーブル、またはコネクター（昇降機上のバッテリー端子を含む）に目視できる損傷がある場合

 バッテリーを落とした場合、外見上は異常がなくても、内部に損傷が生じている可能性があります。

充電前には、バッテリーを周囲温度まで冷却してから充電してください。

純正の小蜘蛛バッテリー充電器のみをご使用ください。

バッテリーをショートさせないでください。ショートによりバッテリーが発火する可能性があります。
金属に接触した場合は、感電や重度の傷害を引き起こす恐れがあります。

 バッテリーの分解や改造をしないでください。保護回路が損傷した場合、発熱・爆発・発火の恐れがあります。

使用中・充電中・保管中に異臭・発煙・発熱・変形・変色などの異常がある場合は、直ちに使用を中止してください。
化学反応による遅延発火の可能性があるため、最低15分間は観察を継続してください。
建物や車両の外部、可燃物から離れた安全な場所で観察してください。

バッテリーを水や塩水に触れさせたり、濡らしたりしないこと。

過充電をしないこと。下降時に満充電のバッテリーを使用すると、過充電につながる可能性があります。
下降時には満充電でないバッテリーを使用してください。

取扱説明書や訓練方法に従わない場合、
人体の傷害または財産の損害につながる可能性があります。

保管および輸送

すべてのリチウム電池は、適切に保管されていても、時間の経過とともに劣化していきます。必ずフル充電の状態で保管してください。

バッテリーをフル充電してから保管してください。

バッテリーが空または低電圧の状態で保管すると、電力が失われ、バッテリーに不可逆的な損傷を与える可能性があります。

長期間使用しない場合は、3ヶ月ごとに一度充電してください。



5～25℃の室温でバッテリーを保管してください。高温での保管はバッテリー性能を低下させ、寿命を短縮させる可能性があります。
Please store the battery at room temperature between 5°C and 25°C.Storing it at high temperatures may degrade battery performance and shorten its lifespan.

60℃を超える環境で長期間保管すると、バッテリーが破損し、発火の原因になる可能性があります。

バッテリーは「危険物」として厳重に管理されており、関連規定に従って取り扱い・輸送する必要があります。

欠陥のあるバッテリーの輸送は固く禁じられています。

取扱説明書や訓練方法に従わない場合、
人体の傷害または財産の損害につながる可能性があります。

バッテリーの処分

バッテリーを焼却したり、不法に廃棄しないでください。
使用済みバッテリーは、関連法令に従って最寄りのリサイクルセンターにお持ちください。

使用前後の点検

 Smart Spider昇降機を毎回使用する前に、
ユーザーは必ず機器が完全に正常な作動状態であることを確認し、使用前点検を完了してください。
疑わしい点がある場合は、使用せずにMode Chinaまたは認定販売代理店に相談してください。

昇降機とその部品に、部品の緩み、過度の摩耗、損傷がないか点検してください 。
損傷には、ひび割れ、痕跡、異常な摩耗が含まれます 。



ロープへの接続

ロープ保護カバーを開ける

ボタンを押し続ける

保護カバーを外側に引き出します

ロープをガイドリングに通し、ガイドホイールに巻き付ける



昇降操作
ロープ保護カバーを閉じる

荷重側
フリー側

昇降機の電源を入れる

進行方向（上昇または下降）を選択する

速度制御ハンドルを内側に回して速度を上げる

昇降開始後、最初の数メートル上昇した時点で、ロープのフリーエンド（死綱）を軽く動かしてください。おおよそ5メートル上昇すると、
ロープ自身の重量により、自然に昇降機本体から離れるようになります。

 停止するにはハンドルを外側に回すか離す

ロープがスムーズに滑ることを必ず確認してください。上昇中は、送り出されるロープが一切の妨げを受けていないことを確認してください。下
降中は、ロープガイドリングを通過するロープがねじれていないことを確認してください。



緊急下降

昇降機が停止すると、機械式ブレーキが作動します。手動でこのブレーキを操作することで、緊急下降が可能です。
緊急下降ボタンは非常時のみ使用し、可能な限り通常の下降モードを使用してください。
通常の下降中にはバッテリーが充電されるため、緊急下降を使用してもバッテリーの節電にはなりません。

緊急下降ボタン

非常停止ボタン

非常停止ボタンを押すと、スマートスパイダー昇降機を即時に停止できます。

時計回りに非常停止ボタンを2回回すと、ボタンが戻り復帰します。



バッテリー充電

バッテリー内蔵充電

防塵カバーを反時計回りに
回して取り外します 充電器を取り出します

充電器のプラグを差し込み、ナットを締め
付けます。
もう一方を電源に接続してください。

バッテリー外部充電

ラッチを上に引き上げます
カバーを回転させます

バッテリーのプラグを外し、
バッテリーを取り出します

バッテリー変換ケーブルの一端を
バッテリーのプラグに接続します

充電変換ケーブルのもう一端を充電
器プラグに接続し、ナットを締め付け
ます。
もう一方を電源に接続してください



各システムの対応アプリストアから直接ダウンロードしてインストール可能です（現在申請中、詳細な補足は後述）

ロープのねじれと回転

昇降作業中の回転やひねりによってロープが過度にねじれると危険を引き起こす可能性があるため、必ず避けてください。
ロープが昇降装置に引っかかった場合は、すぐに作業を停止し、原因を確認してください。

作業者を吊り上げる際は、落下防止装置を安全な位置に固定してください。
可能であれば、ロープのねじれを避けるために、逆方向に慎重に昇降操作を行ってください。
それが難しい場合は、緩んだロープを固定して負荷を支え、新たなロープシステムの設置を検討してください。

負荷側のロープが詰まった場合は、昇降機の荷重部に手を近づけないでください。

APP  操作手順

APPのインストール

公式ウェブサイト（mode.top）よりAPPをダウンロード

APPの操作手順

APPを起動する（Start APP）

インストールが完了すると、ホーム画面に会社ロゴのAPPアイコンが表示されます。アイコンをタップしてAPPを起動してください。

注意：APPを起動する際は、スマートフォンがインターネットに接続されている必要があります。



 APPメイン画面の操作

製品選択リスト

小蜘蛛（SmartSpider）アイコン（赤枠）を選択し、小蜘蛛の制御画面に入ります。

言語選択リスト

メイン画面の言語設定アイコン（赤枠）を選択すると、APPは4つの言語から選択できます。



その他の機能リスト

カスタマーサービス：
スマートフォンのメール機能を直接起動して、修理依頼や各種お問い合わせ
内容を会社のカスタマーセンター宛のメールアドレスに送信できます。
カスタマーサービスチームが迅速に対応し、関連メールを処理します。

製品のWi-Fi接続

製品リストから「SmartSpider（スマートスパイダー）」を選択し、Wi-Fi接続画面に進みます。

Wi-Fi接続画面で上下にスクロールして、SmartSpiderのWi-Fi（SmartSpiderPro-1d70Y）を探し、右側の灰色アイコン（赤枠）をタップします。

初回接続時には、SmartSpiderのWi-Fiパスワードを入力する必要があります。初期パスワードは modechina611 です。次回以降はスマートフォンがパスワード
を記憶しているため、確認を押すだけで接続できます。

接続完了後、SmartSpiderの信号が画面上部に黒地で表示されます。

次に、右側の赤枠で囲まれた矢印アイコンを再度タップし、SmartSpiderの操作画面に入ります。



无線制御

無線Wi-Fiコントロール

スマートスパイダーの操作画面は、「手動操作モード」と「スライド操作モード」の2種類があります。

操作画面に入ると、初期設定では「手動操作モード」（上図左側の画面）が表示されます。

操作画面では、左右にスワイプすることで、2種類の操作モードを切り替えることができます。



手動操作

手動操作画面は、以下の4つのエリアに分かれています：

エリア1： バッテリー残量表示。10段階（100%、90%～10%、0%）で表示され、バッテリー残量が30%未満になると、画面上に充電を促すメッセージが表示されます。
エリア2： Smart Spider の速度選択。低速・中速・高速の3段階があり、初期設定は中速です。

エリア3： Smart Spider の移動方向選択。上下の2方向から選択可能です。

エリア4： Smart Spider の始動ボタン。速度と方向を選択した後、始動ボタンを押すことで動作を開始します。

使用方法：
Smart Spider を動作させるには、始動ボタンを押し続けます。ボタンから指を離すと、動作は停止します。



スライド操作

エリア1： バッテリー残量表示.10段階（100%、90%～10%、0%）で表示され、バッテリー残量が30%未満になると、画面上に充電を促すメッセージが表示されます

エリア2：操作エリア。スライダーを上方向または下方向にスライドすることで、Smart Spider を上昇または下降させます。
　             速度はスライド距離により3段階に分かれており、スライド距離が長いほど速度も速くなります。



昇降システム

Smart Spider昇降機はCE認証を取得しており、人員および機器の昇降用途に設計されています。

安全作業荷重は200kg、最大揚重能力は250kgです。

横引き（斜め方向への牽引）は禁止されています。

微小な操作（例：モーターへの短いパルス）を繰り返す使用は避けてください。

人を乗せての使用は禁止されています。

Smart Spider仕様情報（CE認証取得済み）

•Smart Spider Pro モデル
　定格荷重：200kg　電圧：36V
　保護等級：IP54
　対応周囲温度：-20℃～50℃

•Smart Spider Max モデル
　定格荷重：200kg　電圧：36V
　保護等級：IP65
　対応周囲温度：-20℃～50℃

補助ロープ ロープ

保護装置

作業システム

ハーネス上部接続ポイント

ハーネス下部接続ポイント

小型スパイダーを使用する際は、作業者は作業用ポジショニングロープまたは
墜落制止用ハーネスを必ず着用してください。



修理およびメンテナンス

牧德科技社が推奨する純正部品および材料のみをご使用ください

定期清掃を行い、充電ピンや金属リングの酸化状態を確認してください

流水または高圧洗浄での清掃はお控えください

人の運搬には推奨されません

使用前の点検表

点検項目 点検方法 問題処理方法

外観に損傷、ひび割れ、部品の欠落があるか

ロープホイールの回転はスムーズか

セーフティランヤードに損傷があるか

ベアリングピンがしっかり固定されているか

目視で確認

目視で確認

手で回して確認

手で押して確認

使用を中止し、MODE本社また
は認定修理機関へ返送してください

ロープホイールの隙間から異物を除去してください

直ちに交換してください

セットスクリューを締めてください

非常停止ボタンの動作

スピード調整レバーの動作確認

バッテリー残量は十分か

リセット動作テスト

回転動作テスト

残量表示ウィンドウを確認する

異物の挟まりがないか確認してください

異物の挟まりがないか確認してください

必要に応じて充電してください

定期メンテナンス

番号

セーフティランヤード交換 半年ごと、または破損した場合

2mm六角レンチでネジ2本を取り外す

 E型サークリッププライヤーでE型止め輪を取り外す

側面から円柱ピンを取り外す

 新しいランヤードを取り付け、元通りに組み立てる



設備保守点検

応用シナリオ

ロープトレーニング 外壁塗装 彫像清掃

電力設備の点検・整備 電力鉄塔の保守点検


